
 

 

 

 

新治地区の藤沢小学校、斗利出小学校及び山ノ荘小学校については、３つの

小学校を１つに統合し、新治中学校敷地内に土浦市初の施設一体型小中一貫校

として整備を図ることとなりました。 

開校予定は平成３０年４月で、開校に向け、校名及び通学 

バスなど様々な事項について協議・検討を行い、円滑に準備を

進めていく地元協議の場として、地域住民や保護者の代表者、

学校の先生方等を主体とする「新治地区小中一貫校開校準備 

協議会」を設立しました。 

 今後、この協議会で協議・検討された内容は「新治地区小中一貫校開校準備協

議会だより」を通じて、保護者や地域の皆さんにお知らせしていきます。 

 

 

 

 平成２６年５月２７日（火）、新治地区公民館において第１回新治地区小中一

貫校開校準備協議会が開催され、委員の紹介と協議会の役割、開校にむけた今

後のスケジュール等についての話し合いが行われました。 

 開校準備協議会は、地域住民代表者、PTA代表者、教職員代表者から構成さ

れています。 

会長に鈴木一彦委員、副会長に山村正一委員がそれぞれ選出されました。 
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Ａ： そもそも小中一貫教育とは、「小中学校の円滑な接続を図り、教職員が

義務教育９年間を通して児童生徒の指導に当たる教育」です。 

その利点としては、具体的に下記のような点があります。 

・小中学校の教員の連携・協力による授業の質の向上   

・児童生徒の情報共有とそれに応じた指導 

・中学校進学の際の小学生の心理的不安の軽減  

・思いやりの気持ちや責任感，自分自身の存在を大切だと思う気持ちの育成 

「施設一体型」の小中一貫校の場合、小学校と中学校の施設が同じ敷地内

にあるため、上記の利点を最大限発揮することができます。 

なお、新治地区小中一貫校の場合、新治中学校の敷地内に小学校を新設し、

施設一体型として整備します。中学校については、既存の校舎を活用します。 

 

Ｑ： 「新治地区小中一貫校開校準備協議会」ではどんなことを協議するの？ 

Ａ： 小中一貫校の開校にむけて、協議・検討を進めて決めなければならない 

様々な事項があります。例えば、校名、校歌、通学バス、PTA組織、学校 

運営に関すること、移転の準備などを本協議会で協議・検討します。 

 

 

 

 

 平成２６年７月２４日（木）、第 2回新治地区小中一貫校開校準備会が開催さ

れ、つくば市の春日学園（春日小学校・中学校）を視察してきました。「百聞は

一見にしかず」ということで、併設された小学校と中学校の校舎や様々な設備、

学校全体の雰囲気などを生で見る・感じることで、リアルな「小中一貫校」と

いうもののイメージを共有することができました。 

今回の視察を生かして、新治地区における小中一貫校の設立に向けた今後の

話し合いをより充実させていきたいと考えています。 

 

  

   （左）春日学園での説明   （中）パソコン教室    （右）普通教室 

 

《お問い合せ》 土浦市教育委員会事務局（学務課） ℡ 029－8６２－1９３５（直通） 

〒300－4192  土浦市藤沢９７５ 

つくば市の小中一貫校を視察してきました 

 

Q： 施設一体型小中一貫校のメリットとは？ 


